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東ロボくんに勝てるかな？
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Evaluating the naturalness of sentences using language models

～統計的言語モデルによる文の自然性評価～

東大に入学できるような人工知能の
実現を目指す、「ロボットは東大に
入れるか（東ロボ）」プロジェクト
に英語担当として参加し、試験問題
の自動解答を題材として、知識処理
技術に関する研究を進めています。
本展示では、センター模試の英語問
題に対する取り組みを紹介します。

英語問題に正しく解答するには、常
識を正しく理解する必要があります。
しかしこれは、人工知能にとっては
難しい問題です。私たちは、NTTが
これまで培ってきた、対話処理・機
械翻訳の技術を応用することで、実
際の受験生の平均点を超える成績を
達成しました。

人の感情の動きを理解するとともに、
Web上の様々な様式の情報をまとめ
てわかりやすく伝えられる、人に寄
り添う対話システムの実現を目指し
ています。英語問題で出題される、
会話文完成問題や、長文問題などを
ベンチマークとして、システムの改
善を進めています。
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目的：英語試験問題の自動解答

英語問題は常識を問う問題が多い
人間の持っている一般常識をどのようにモデル化するかがポイント

Parker：君のお父さんが入院したそうですね。
Brown：はい、来週手術なんです。
Parker： 僕に何かできることがあったら言って下さい。
Brown：どうもありがとう。
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① まさにそうです。
② 問題ありません。
③ ほっとしました。
④ それは大変ですね。

小学生や中学生でも分かるような
教科書にないことを聞いている。

コンピュータにとっては一番苦手！
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得点が40点以上アップ（52点⇒95点）
受験者（人間）の平均点を初めて超える

1 発音・アクセント 1A 発音

1B アクセント

2 文法・会話・整序 2A 文法・語法・語彙問題

2B 会話文完成問題

2C 語句整序完成問題

3 読解（文脈把握） 3A 未知語（句）語彙推測問題

3B 文脈に合わない文を推測する問題

3C 意見要旨把握問題

4 読解（情報処理） 4A グラフ・図表問題

4B 実用文書読解問題

5 読解（情報理解）

6 読解（論説文）

短文問題

配点：９９点

長文問題

配点：１０１点

対話処理・機械翻訳で

用いられている技術を

応用して解答

【出典：学校法人高宮学園

代ゼミ模擬試験問題研究課題データ・一部改変】
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【対話の流れの自然さを評価】

評価ポイント

・ 発話意図 (申し出, 感謝, …)

・ 感情極性 （正, 負）

Copyright (C) 2015 NTT Communication Science Laboratories


